
 

科目 予算額 前年度予算額 増減 備考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　（１）経常収益
　　      基本財産運用益 8,200,000 8,200,000 0
　　      特定資産運用益 0 0 0
　        受取寄付金 32,000,000 33,000,000 △ 1,000,000
　　      雑収益 0 0 0
       経常収益計 40,200,000 41,200,000 △ 1,000,000
　（２）経常費用
　　   事業費 39,720,000 39,885,500 △ 165,500
　　　　研究助成事業費 37,534,000 37,547,500 △ 13,500
　　　　　　給料手当 4,140,000 3,982,000 158,000
　　　　　　退職給付費用 60,000 60,000 0
　　　　　　福利厚生費 662,000 600,500 61,500
　　　　　　通勤交通費 355,000 375,000 △ 20,000
　　　　　　旅費交通費 75,000 75,000 0
　　　　　　通信運搬費 79,000 79,000 0
　  　　　　備品・消耗品費 45,000 45,000 0
　　　　　　修繕費 138,000 313,000 △ 175,000
　　　　　　印刷製本費 30,000 30,000 0
　　　　　　賃借料 1,990,000 1,990,000 0
　　　  　　助成金 24,500,000 24,500,000 0
　　　  　　選考費 2,300,000 2,300,000 0
　　　　　　贈呈式費 1,200,000 1,200,000 0
　　　　  　研究報告発表費 1,400,000 1,400,000 0
　　　　　　新聞図書費 60,000 98,000 △ 38,000
　　　　　　雑費 500,000 500,000 0
　 　    健康増進事業費 2,186,000 2,338,000 △ 152,000
　　　　    給料手当 1,104,000 1,062,000 42,000
　　　　　　退職給付費用 16,000 16,000 0
　　　　    福利厚生費 177,000 160,000 17,000
　　　　　　通勤交通費 95,000 100,000 △ 5,000
　　  　　　旅費交通費 20,000 20,000 0
　　　　　　通信運搬費 9,000 9,000 0
　  　　　　備品・消耗品費 12,000 12,000 0
　　　　　　修繕費 34,000 80,000 △ 46,000
　　　　　　印刷製本費 8,000 8,000 0
　　  　　　賃借料 530,000 530,000 0
　　　　　　運営費 150,000 300,000 △ 150,000 セミナー開催数削減

　　　　　　諸会費 12,000 12,000 0
　　　　　　新聞図書費 16,000 26,000 △ 10,000
　　  　　　雑費 3,000 3,000 0

　　令和５年度  収支予算書（正味財産増減計算予算書）

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで　　　　 　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(単位：円）



科目 予算額 前年度予算額 増減 備考
　　   管理費 2,718,000 2,653,500 64,500
　　　　    役員報酬 460,000 400,000 60,000
　　　　    給料手当 276,000 265,000 11,000
　　　　　　退職給付費用 4,000 4,000 0
　　　  　　福利厚生費 44,000 40,500 3,500
　　　　　　通勤交通費 24,000 25,000 △ 1,000
　　　　　　旅費交通費 5,000 5,000 0
　　  　　　会議費 180,000 180,000 0 　

　　　　　　通信運搬費 2,000 2,000 0
　　　　　　備品・消耗品費 3,000 3,000 0
　　　　　　修繕費 16,000 28,000 △ 12,000
　　　　　　印刷製本費 56,000 56,000 0
　　　　　　賃借料 130,000 130,000 0
　　　　　　諸謝金 825,000 825,000 0
　　　　　　研修費 78,000 78,000 0 　

　　　　　　諸会費 216,000 211,000 5,000
　　　　　　新聞図書費 4,000 6,000 △ 2,000
　　　　　　租税公課 1,000 1,000 0
　　　  　　雑費 394,000 394,000 0
　　　　経常費用計 42,438,000 42,539,000 △ 101,000
   　　     評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,238,000 △ 1,339,000 △ 899,000
　　　  　  評価損益等 0 0 0
　　        当期経常増減額 △ 2,238,000 △ 1,339,000 △ 899,000
　２．経常外増減の部
　　（１）経常外収益
　 　　　経常外収益計 0 0 0
　　（２）経常外費用
　 　　　経常外費用計 0 0 0
            当期経常外増減額 0 0 0
            当期一般正味財産増減額 △ 2,238,000 △ 1,339,000 △ 899,000
　　        一般正味財産期首残高 553,913,478 564,548,570 △ 10,635,092
　          一般正味財産期末残高 551,675,478 563,209,570 △ 11,534,092
Ⅱ 指定正味財産増減の部
　　　      当期指定正味財産増減額　 0 0 0
　　　      指定正味財産期首残高 33,527,007 34,074,211 △ 547,204
　　　      指定正味財産期末残高 33,527,007 34,074,211 △ 547,204
Ⅲ 正味財産期末残高 585,202,485 597,283,781 △ 12,081,296

(注）１．公益目的事業のみ行うため、法人会計区分の作成を省略することとした。
      ２．資金運用計画
　　　　  ・ 資金調達の見込みについて
　　　　　　当期中に借り入れる予定は無い
 　　　   ・ 設備投資の見込みについて
　　　　　　当期中における重要な設備投資の予定は無い
　　　３．次の科目は、財団の従事者の業務実態に合わせた配賦方法により、各事業費、管理費に配賦する。
　　　　　・ 人件費関連支出（「給料手当」「退職給付費用」「福利厚生費」「通勤交通費」）
　　　　　・ 「旅費交通費」「通信運搬費」「備品・消耗品費」「修繕費」「印刷製本費」「賃借料」「新聞図書費」


